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   Ｃ１２Ｐ  21/02    ＺＮＡＢ
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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月7日(2012.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アスパラギン酸、アルギニン、リシン、グルタミン酸、シトルリン、オルニチンおよび
カネバニンから選択される２種のアミノ酸から構成される１種もしくは複数のβ－ジペプ
チド単位を本質的に含むペプチド構造であるシアノフィシン（ＣＧＰ）またはＣＧＰ様ポ
リマーの調製品からのβ－ジペプチド組成物の酵素的製造のための方法であって、前記方
法は、分子量約４５ｋＤａ、至適温度約５０℃および至適ｐＨ範囲７から８．５を有しＣ
ＧＰをβ－Ａｓｐ－Ａｒｇにしてβ－ジペプチドに分解するシュードモナス・アルカリジ
ェネス由来のＣＧＰａｓｅで、前記ＣＧＰもしくはＣＧＰ様ポリマーの調製品を分解する
ステップを含む方法。
【請求項２】
　前記ＣＧＰａｓｅが、シュードモナス・アルカリジェネスＤＩＰ１株に由来するＣＧＰ
ａｓｅである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＧＰａｓｅが、ＤＳＭＺにＤＳＭ２１５３３として寄託されているシュードモナ
ス・アルカリジェネスＤＩＰ１のＣＧＰａｓｅ　ＣｐｈＥａｌである、請求項１または２
に記載の方法。
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【請求項４】
　（ｉ）前記β－ジペプチド組成物が、単一のβ－ジペプチドまたはβ－ジペプチドの混
合物から構成され；および／または
　（ｉｉ）前記β－ジペプチド組成物が、アスパラギン酸、アルギニン、リシンおよびＣ
ＧＰ様ポリマー中に存在する他のアミノ酸残基から選択されるアミノ酸残基を含むβ－ジ
ペプチドから構成される、
請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記β－ジペプチド／β－ジペプチド単位が、β－アスパラギン酸－アルギニンおよび
β－アスパラギン酸－リシンから選択される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＣＧＰまたはＣＧＰ様ポリマー調製品を、原核生物または真核生物産生細胞系を培
養することによって調製するステップをさらに含む、請求項１から５のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項７】
　前記産生細胞系が、大腸菌、ラルストニア・ユートロファ、アシネトバクター・ベイリ
ー、コリネバクテリウム・グルタミクム、シュードモナス・プチダ、酵母株および植物バ
イオマスから選択される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記産生細胞系が、ラルストニア・ユートロファＨ１６－ＰＨＢ－４－Δｅｄａ（ｐＢ
ＢＲ１ＭＣＳ－２：：ｃｐｈＡ６３０８／ｅｄａＨ１６）または大腸菌ＤＨ１（ｐＭａ／
ｃ５－９１４：：ｃｐｈＡＰＣＣ６８０３）である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記産生細胞系を培養することによって得られたＣＧＰ産物を、単離するステップ、精
製するステップ、および／または、化学的に修飾するステップを更に含む、請求項６、７
または８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記産生細胞系を培養することによって得られた前記ＣＧＰ産物を、単離または精製せ
ずに、直接ＣＧＰａｓｅを用いた分解に供する、請求項６、７または８のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記分解産物を精製するステップまたは分離するステップをさらに含む、請求項１から
１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記分解産物を化学的に修飾するステップをさらに含む、請求項１から１１のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１から３のいずれか一項に記載のＣＧＰａｓｅ。
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